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    ◇地域特性「商圏レポート」  

 

皆様が事業を営んでいる、もしくは居住されている地域には、どのような特徴

があるのか、東京都世田谷区三軒茶屋１丁目を例に、見てみましょう。 

 

＜＜ どんな人が、どのくらい住んでいる？ ＞＞ 

 

（１）マーケットプロフィールでは･･･   （レポート 1/11 頁） 

マーケットプロフィールには様々な評価結果を、「周辺の地図」「総括コメント」

「総括」「評価結果（居住者）（法人）」で掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まず、「居住者マーケット」の総合評価は「Ａ」。全体的に『良い市場』だと判ります。 

周辺の地図 

総括コメント 

評価結果 

総括 

居住者 

（住人） 

法人 

（会社） 

① 

読み解き基本編 市場情報評価ナビ 

レポートの基本的な読み方 

＜ 個 人 マ ー ケ ッ ト 編 ＞ 
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（２）マーケット水準評価では･･･    （レポート 2/11 頁） 

次はマーケット水準評価を見てみます。ここでは、この地域全体が、『マーケ

ット（市場）として大きいか小さいか』、区内の平均と比較して判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②まずは「住人の数」をみます。全体でも、年齢別でも、偏差値５０を超えてい

ますので、『どの年代の住人も（区内の他の地域より）多く住んでいる＝大

きな市場』の地域だと言えます。 

 

③また「富裕（年収７００万円以上の就業者数（推計値）と１千万円以上貯蓄

世帯数（推計値））」を見ると、どちらも「＋＋（高水準）」の水準です。総数

だけでなく、『裕福な住人も多い』地域なのでしょう。 

 

（３）マーケット特性評価では･･･    （レポート 3/11 頁） 

先程は、この地域のマーケットの大小を見てみましたが、こちらのマーケット

特性評価では、『マーケット（市場）の中身』を見ていきます。 

 

④に、住人の年齢別比率が出ています。これは、年齢を１０歳刻みで分け、

比較したものです。どうやらこの地域では、１９歳以下の人口比率が低く、

２０歳～３０歳代の人口比率が高いようです。この地域は、『若き社会人世

代のエリア』と言えそうです。 

 

⑤は家族数（世帯人員）別の比率です。『１人世帯の家が大多数』です。 

② 

③ 
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（レポート 3/11 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥また、判定結果の“飛び出た部分“だけに注目することにより、短時間で特

徴を把握できます。この地域の特性で「+ +」になっているものを拾うと・・・ 
 

★２０代人口比率  ★借家世帯比率 

★３０代人口比率  ★長屋建・共同住宅世帯比率 

★世帯人員１人世帯比率   
 
 

※これらのマーケット特性から、住人のライフスタイルを想像してみると・・・ 

『共同住宅に住む若い単身の社会人が多い。購買行動の特徴としては、食

費、住居費服、服や靴、娯楽に費やす比率がやや高め。』・・・といった感じ

ではないでしょうか。 

  

⑥ 

⑤ 

④ 
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（４）マーケット支出額・購買力評価では･･･   （レポート 4/11 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、地域の『品目別支出額』です。住人の多い地区の数値は高くなりま

すので、住民のライフスタイルではなく品目別の市場の大きさを捉える値と言

えます。 

人口の多いこの地域では、全般的に数値は高いようですが、その中でも特

に多くの消費が見込まれる品目は･･･ 

★子供用洋服購買力   ★授業料等支出額 

★子供用シャツ・セーター購買力  ★教科書・学習参考教材購買力 

★自動車等購入購買力   ★補習教育支出額 

     ★月謝類支出額  

これから見えてくる姿は･･･ 

どうやら『子供』、『教育』・・・がキーワードとなっているようです。 
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（５）マップでみる１ｋｍ圏マーケットでは･･･   （レポート 5/11 頁目） 

これは、地域を『町丁別に塗り分けた地図（データマップ）』です。位置関係

も含めて、空中散歩を楽しんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦概ね地域全体に人口は多い。 

⑧お年寄りは中心部から南東部に多い。 

⑨人口伸び率は、中心部の伸びは鈍く、商圏北側・南側の外縁部で高い。 

⑩事業所は中心部から商圏北側にかけて比較的多い。 

⑪大規模事業所の比率は高くない。 

⑫事業所は全体的に横ばい或いは減少傾向。 

 

いかがでしょうか。データマップでは、位置関係、地域的な傾向が手に取る

ように見えてくるのではないでしょうか。 
  

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ 
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【参考】当該町丁の距離圏別データと都道府県内他エリアとの比較 （レポート 6/11 頁以降） 

 

本レポートは、当該町丁周辺１ｋｍ圏のデータを当該市区町村内の平均と比較して、

「高い」「低い」という評価をしています。 

つまり、評価の基準が「当該市区町村内の平均」です。 

ただ、実際のデータを活用するにあたって、この基準を変えて評価してみるとどうな

るのだろうという疑問も出てくるかと思います。 

そこで、当該町丁の値と、レポートで用いた｢当該市区町村内の平均値｣に加え、

「都道府県内の都市部平均値」及び「都道府県内の郡部平均値」との比較もできるよ

うに、指標ごとに各々平均値を掲げました。 

また、一括して当該町丁の周辺と他地域の平均値を比較できるように、レポートで

用いた商圏設定である 500ｍ圏、１ｋｍ圏、３ｋｍ圏、５ｋｍ圏の各圏域別に一覧表示

しました。 

比較エリア区分の違い、想定商圏域の違いを考慮した詳細な立地評価を行う際に、

参考資料としてご利用ください 
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当該町丁 都道府県内エリア別の平均値 


